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概 要 

北海道立漁業研修所では、漁業後継者や新たに漁業を志す者に対して、漁業活

動に必要な知識及び技術の習得を目指し、漁業の振興及び漁村の活性化を担う漁

業就業者を育成するために総合研修を行っております。 

令和８年度総合研修の開始にあたり、開講式を開催しますのでお知らせします。 

開講式 

○日時 令和８年５月１１日（月）13：30～14：15

○場所 北海道立漁業研修所 体育館（鹿部町字本別 540 番地 198）

○令和８年度受講生 ２２名

○主な内容  別添のとおり

（参考） 

研修期間 

５月１１日（月）～１０月２９日（木） 

（うち８月１日～８月２３日は夏季研修※） 

※自ら設定した北海道の漁業に関する課題に研修所外で取り組む研修

参 考 

報道（取材）に 

当たってのお願い 

他 の ク ラ ブ

と の 関 係 
 同 時 配 付 

北海道水産記者クラブ 

渡島道政記者会 

担 当 

（ 連 絡 先 ） 

北海道立漁業研修所総務研修課 

総務研修課長 福田和也 

TEL 01372-7-5111 

【道庁プレスリリース】 
５／１１（月）の行事



北 海 道 立 漁 業 研 修 所

～令和８年度 総合研修開講式について～

１ 総合研修の目的
漁業後継者や新たに漁業を志す者に対し、漁業活動に必要な知識及び技術を習得

させ、漁業の振興及び漁村の活性化を担う漁業就業者を育成する。

２ 開講式の日時及び場所
・日 時：令和８年５月１１日（月）午後１時３０分から午後２時１５分まで

・場 所：北海道立漁業研修所体育館 鹿部町字本別５４０番地１９８

３ 次 第

・開 式
・所長あいさつ
・研修生紹介

・来賓あいさつ
・北海道水産林務部挨拶
・研修生宣誓

・閉 式

４ 総合研修の概要

・期 間
所内研修：５月１１日（月）～１０月２９日（木）
（うち夏季研修※：８月 １日（土）～ ８月２３日（日））

・研修生、カリキュラム等
研修生：２２名（全員男性）
別紙のとおり。

※自ら設定した北海道の漁業に関する課題に研修所外で取り組む研修

（連絡先）
北海道立漁業研修所総務研修課
主査（調整）山田

TEL：０１３７２－７－５１１１
FAX：０１３７２－７－３０４２

・ 令和８年度 総合研修に当たり、次により開講式を執り行います。

・ 全道各地から集まった１８歳から２７歳の研修生２２名が、半年間に及ぶ寮生

活を送りながら、講義、実習を通じて漁業者を目指します。

・ 平成９年４月に現研修所を開設して以来、今年で３０期目となります。

・ 総合研修では令和７年度までに１，０７８名の修了生を輩出しており、第一線

の漁業者として全道各地で活躍しています。



令和８年度 総合研修受講生の概要

◎ 研修修了生出身地域

振興局 石狩 後志 檜山 渡島 胆振 日高 十勝 釧路 根室 ｵﾎｰﾂｸ 宗谷 留萌 道外 計

Ｒ８ 人数 ０ ０ 0 ０ ３ ０ ０ ０ ５ ５ ９ ０ ０ ２2人

H9～R７累計 1 1６ 29 1２５ 23 10９ 17 53 2２７ ３０３ 1４6 26 ３ 1,07８人

◎ 年齢構成（Ｒ８.4.1現在）

年齢 １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 25以上 計（人） 平均年齢

人数 １６ １ ０ 0 １ １ ０ ３ ２２ １９．５

(Ｒ７)1８.６歳

◎ 漁家子弟及びＵターン等

区 分 漁家子弟 漁家子弟以外 合 計（人）

新規学卒者 １２ ４ １６

Uターン ２ ０ ２

Ｉターン ０ ０ ０

その他 ４ ０ ４

計 １８ ４ ２2

◎ Ｕターン等の内訳

区 分 経 歴

Ｕターン ２人

その他 ４人 漁業に従事済み、転職して漁業に従事

◎ カリキュラムの概要

・所内研修：前期：５月１１日～ ７月３１日
前・後期＝１０４日

後期：８月２４日～１０月２９日
夏季研修＝ ２３日

・夏季研修： ８月 １日～ ８月２３日

区分 時間数 主 な 内 容

資格取得 ２５５．０
危険物、小型船舶、無線、潜水士、フォークリフト、クレーン等

《漁業者にとって必要不可欠な９種類の資格取得を目指す》

漁業技術 １７５．５
ロープワーク・サツマ、漁具・漁法、沖実習等

《漁業者の基本中の基本＝ロープワーク、漁労作業を修得》

漁業一般 １１１．５

栽培漁業(1９.5h)、漁船機器(9h)、海洋環境(1３.5h)

資源管理(6h)等

《水産・漁業関係に関わる知識を理解する》

漁業経営 １８．０
漁家経営、パソコン、市場流通等

《パソコン技術を取り入れながら漁家経営感覚を養う》

海友祭 １０．０
昨年同様開催予定

水産加工 １８．０
水産物（コンブ、ツブ、タコ等）の処理・加工・衛生管理

《薫製づくり等を体験》

課題研究 １５．０ 北海道内の漁業に関する課題研究・発表

社会教育 ２７．０ 奉仕活動（漁港清掃）・地域見学等

計 ６３０．０


